
略

歴

昭
和
二
一
年
一
二
月
一
五
日
生
ま
れ

﹇
学
歴
﹈

昭
和
四
五
年
三
月

京
都
大
学
法
学
部
卒
業

同
四
七
年

三
月

京
都
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了

同
五
〇
年

三
月

京
都
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
博
士
課
程
中
退

﹇
職
歴
﹈

昭
和
四
九
年
三
月

防
衛
医
科
大
学
校
専
任
講
師

同
五
九
年

四
月

同
助
教
授

平
成
四
年

四
月

大
阪
国
際
大
学
政
経
学
部
教
授

平
成
八
年

四
月

平
成
国
際
大
学
法
学
部
教
授

慶
野
義
雄
教
授

略
歴
・
主
要
著
作
目
録
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﹇
平
成
国
際
大
学
で
の
役
職
等
﹈

教
授
会
幹
事
、
常
任
委
員
会
幹
事
、
自
己
評
価
委
員
長
、
総
務
委
員
長
、
教
務
部
長
、
図
書
館
長
、
社
会
・
情
報
科
学
研
究
所
長
、
就
職

委
員
、
学
長
補
佐
等
。

﹇
学
会
、
社
会
で
の
活
動
﹈

日
本
政
治
学
会
会
員
、
憲
法
学
会
常
務
理
事
、
憲
法
学
会
理
事
長
（
平
成
二
六
年
一
二
月
〜
現
在
）、
日
本
教
師
会
会
長
（
平
成
八
年
八

月
〜
現
在
）、
二
一
世
紀
日
本
フ
ォ
ー
ラ
ム
理
事
、
憲
法
国
家
理
念
研
究
会
代
表
幹
事
、
関
西
民
間
憲
法
臨
調
幹
事
、
自
主
憲
法
制
定
国

民
会
議
顧
問
、
日
本
会
議
理
事
、
憲
法
懇
話
会
会
員
等
。

﹇
主
要
業
績
﹈

（
著
書
）

昭
和
六
三
年

『
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
現
代
日
本
の
政
治
経
済
』（
共
著
）
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

平
成

二
年

『
各
国
政
治
制
度
概
説
』（
共
著
）
慶
應
通
信

平
成

四
年

『
現
代
の
民
主
政
治
』（
共
著
）
嵯
峨
野
書
院

平
成

五
年

『
憲
法
・
国
家
・
政
治
』（
編
著
）
嵯
峨
野
書
院

平
成

六
年

『
国
民
の
政
治
学
―
―
国
家
へ
の
覚
醒
』（
共
著
）
ル
ー
ツ
出
版
局

平
成

七
年

『
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
冷
戦
後
の
政
治
経
済
』（
共
著
）
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

平
成

七
年

『
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
現
代
政
治
』（
共
著
）
嵯
峨
野
書
院
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平
成

七
年

『
戦
後
を
超
え
る
』（
共
著
）
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

平
成

八
年

『
原
爆
投
下
へ
の
審
判
―
―
ア
メ
リ
カ
の
主
張
と
反
省
』（
共
著
）
新
盛
堂
天
地
社

平
成
一
八
年

『
国
民
の
政
治
学
―
―
保
守
主
義
の
真
髄
』
嵯
峨
野
書
院

（
翻
訳
）

昭
和
五
八
年

『
最
新
軍
事
用
語
辞
典
』（
共
訳
）
三
修
社

平
成
二
四
年

『
中
国
人
と
日
本
人
』（
共
訳
）
入
江
昭
編
著
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房

（
論
文
）

昭
和
五
三
年

「
立
憲
的
概
念
と
し
て
の
独
裁
」『
防
衛
医
科
大
学
校
進
学
課
程
研
究
紀
要
』
第
一
号

昭
和
五
五
年

「
闘
争
理
論
と
階
級
―
―
ダ
ー
レ
ン
ド
ル
フ
の
階
級
理
論
」『
防
衛
医
科
大
学
校
進
学
課
程
研
究
紀
要
』
第
三
号

昭
和
五
五
年

「
自
衛
隊
ス
パ
イ
事
件
と
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」『
改
革
者
』
昭
和
五
五
年
七
月
号

昭
和
五
六
年

「
正
義
の
戦
争
の
理
論
―
―
マ
ル
ク
ス
と
レ
ー
ニ
ン
の
場
合
」『
防
衛
医
科
大
学
校
進
学
課
程
研
究
紀
要
』
第
四
号

昭
和
五
六
年

「
所
謂
解
釈
改
憲
に
つ
い
て
」『
教
育
月
報
』
第
二
一
〇
号

昭
和
五
八
年

「
比
例
代
表
制
の
政
治
理
論
的
考
察
」『
防
衛
医
科
大
学
校
進
学
課
程
研
究
紀
要
』
第
六
号

昭
和
五
九
年

「
職
業
倫
理
と
し
て
の
政
治
倫
理
―
―
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
所
論
を
参
考
に
し
て
」『
防
衛
医
科
大
学
校
進

学
課
程
研
究
紀
要
』
第
七
号

昭
和
五
九
年

「
吉
野
作
造
と
明
治
憲
法
」『
防
衛
医
科
大
学
校
進
学
課
程
研
究
紀
要
』
第
七
号
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昭
和
五
九
年

「
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
立
憲
主
義
」『
白
鴎
女
子
短
大
論
集
』
第
九
巻
第
三
号

昭
和
六
〇
年

「
朝
日
新
聞
変
造
の
無
節
操
」『
知
識
』
一
二
月
号

昭
和
六
一
年

「
現
代
に
お
け
る
天
皇
機
関
説
事
件
」『
自
由
』
二
月
号

昭
和
六
一
年

「
新
聞
倫
理
と
記
事
の
修
正
」『
防
衛
医
科
大
学
校
進
学
課
程
研
究
紀
要
』
第
九
号

昭
和
六
二
年

「
宗
教
の
自
由
と
政
教
関
係
」『
白
鴎
大
学
論
集
』
第
一
号

昭
和
六
二
年

「
公
民
宗
教
の
理
論
と
靖
国
問
題
」『
防
衛
医
科
大
学
校
進
学
課
程
研
究
紀
要
』
第
一
〇
号

昭
和
六
二
年

「
お
か
し
い
ゾ
国
民
不
在
の
総
裁
選
」『
正
論
』
九
月
号

昭
和
六
三
年

「
民
衆
主
義
と
し
て
の
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
猪
木
正
道
先
生
古
希
記
念
論
集
『
現
代
世
界
と
政
治
』（
現
代
思
想

社
）
所
収

平
成

元
年

「
神
社
非
宗
教
論
を
め
ぐ
る
憲
法
思
想
」
中
村
勝
範
編
『
近
代
日
本
政
治
の
諸
相
―
―
時
代
に
よ
る
考
察
』（
慶
應

通
信
）
所
収

平
成

三
年

「
表
現
者
と
し
て
の
天
皇
―
―
筧
克
彦
の
憲
法
学
」『
防
衛
医
科
大
学
校
進
学
課
程
研
究
紀
要
』
第
一
四
号

平
成

五
年

「
皇
家
の
重
事
と
國
體
の
尊
厳
―
―
国
際
的
観
点
か
ら
の
問
題
の
所
在
と
國
民
の
願
望
に
つ
い
て
』」『
日
本
及
日
本

人
』
盛
夏
号

平
成

五
年

「
國
體
存
亡
の
と
き
―
―
自
民
党
究
極
の
政
治
腐
敗
が
『
首
相
公
選
を
考
え
る
会
だ
』」二
一
世
紀
日
本
フ
ォ
ー
ラ
ム

創
刊
号

平
成

五
年

「
テ
レ
ビ
朝
日
の
傲
慢
―
―
政
治
的
動
機
に
よ
る
操
作
は
違
法
」『
文
武
新
論
』
第
二
九
号

平
成

六
年

「
日
本
の
政
治
は
ど
こ
へ
行
く
」『
時
事
評
論
石
川
』
第
四
八
六
号
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平
成

六
年

「
政
治
改
革
と
国
家
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
」『
か
く
し
ん
』
一
二
月
号

平
成

六
年

「
護
憲
宣
言
・
読
売
改
憲
試
案
批
判
」『
月
曜
評
論
』
一
二
三
〇
号

平
成

七
年

「
日
本
国
憲
法
と
國
體
」『
憲
法
論
叢
』
第
二
号

平
成

八
年

「
首
相
公
選
制
と
國
體
―
―
首
相
公
選
制
の
批
判
」『
憲
法
研
究
』
第
二
八
号

平
成

九
年

「
役
割
を
終
え
た
教
科
書
検
定
」『
改
革
者
』
四
月
号

平
成

九
年

「
し
な
や
か
な
フ
ァ
シ
ズ
ム
―
―
民
主
党
現
象
の
深
層
心
理
」『
日
本
及
日
本
人
』
陽
春
号

平
成

九
年

「
民
主
党
の
研
究
―
―
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
・
フ
ァ
シ
ズ
ム
が
議
会
制
民
主
主
義
を
空
洞
化
す
る
」『
日
本
』
五
月
号

平
成
一
〇
年

「
我
が
皇
室
と
イ
ギ
リ
ス
王
室
の
親
近
性
と
異
質
性
」『
日
本
』
一
月
号

平
成
一
〇
年

「
憲
法
改
正
論
の
課
題
と
展
望
『
憲
法
研
究
』
第
三
〇
号

平
成
一
〇
年

「
橋
本
首
相
に
お
け
る
公
と
私
」『
日
本
』
六
月
号

平
成
一
〇
年

「
開
か
れ
た
皇
室
論
に
優
る
す
め
ろ
ぎ
の
道
」『
月
刊
日
本
』
九
月
号

平
成
一
〇
年

「
帝
国
憲
法
の
非
プ
ロ
イ
セ
ン
的
性
格
」
月
曜
評
論

平
成
一
一
年

「
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
と
国
家
倫
理
」『
日
本
』
九
月
号

平
成
一
二
年

「
国
民
と
教
育
」『
日
本
の
教
育
』
第
四
八
〇
号

平
成
一
三
年

「
精
神
文
化
へ
の
露
骨
な
政
治
介
入
を
排
す
」『
日
本
の
教
育
』
第
四
九
一
号

平
成
一
三
年

「
崩
壊
す
る
政
党
政
治
」『
日
本
』
九
月
号

平
成
一
四
年

「
デ
ス
、
マ
ス
調
教
科
書
が
も
た
ら
す
思
考
停
止
」『
日
本
の
教
育
』
第
五
〇
二
号

平
成
一
四
年

「
危
機
に
瀕
す
る
言
論
環
境
―
―
言
論
・
学
問
の
自
由
を
支
え
る
も
の
」『
日
本
』
一
〇
月
号
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平
成
一
五
年

「
教
育
改
革
の
視
点

政
治
を
越
え
た
次
元
で
の
議
論
を
」
神
社
新
報
三
月
一
四
日

平
成
一
五
年

「
教
育
基
本
法
改
正
問
題
の
考
え
方
」『
日
本
』
五
月
号

平
成
一
五
年

「
帝
国
憲
法
と
現
行
憲
法
に
お
け
る
所
謂
『
最
高
機
関
』
に
つ
い
て
―
―
議
会
と
天
皇
の
地
位
の
不
変
性
」『
憲
法

研
究
』
第
三
五
号

平
成
一
五
年

「
憲
法
と
非
常
事
態
規
定
」『
平
成
国
際
大
学
研
究
所
論
集
』
第
三
号

平
成
一
五
年

「
帝
國
憲
法
と
日
本
の
理
想
」『
日
本
』
一
二
月
号

平
成
一
六
年

「
新
教
育
基
本
法
大
綱
の
暴
走
を
諌
め
る

日
本
教
師
会
改
正
試
案
に
沿
っ
て
軌
道
修
正
を
」『
日
本
の
教
育
』
第

五
二
二
号

平
成
一
六
年

「（
続
）新
教
育
基
本
法
大
綱
の
暴
走
を
諌
め
る

愛
国
心
と
教
育
基
本
法
改
正
問
題
」『
日
本
の
教
育
』
第
五
二
三
号

平
成
一
六
年

「
保
守
勢
力
に
蔓
延
す
る
教
育
勅
語
へ
の
誤
解
」『
若
楓
』
第
四
五
号

平
成
一
六
年

「『
不
当
な
支
配
』
と
教
育
基
本
法
改
正
問
題
」『
平
成
国
際
大
学
研
究
所
論
集
』
第
四
号

平
成
一
七
年

「
教
育
勅
語
制
定
当
時
の
教
育
論
争
―
―
立
憲
政
体
の
観
点
か
ら
教
育
基
本
法
改
正
問
題
を
論
ず
」『
平
成
国
際
大

学
研
究
所
論
集
』
第
五
号

平
成
一
七
年

「
国
家
理
念
不
在
の
自
民
党
改
憲
論
―
―
憲
法
改
正
草
案
大
綱
（
平
成
一
六
年
一
一
月
案
）
を
徹
底
解
剖
す
る
」『
日

本
』
五
月
号

平
成
一
七
年

「
改
め
て
問
う

民
主
党
に
政
権
は
担
え
る
か
」『
正
論
』
一
二
月
号

平
成
一
七
年

「
無
神
経
な
皇
室
典
範
改
正
論
議
を
諌
め
る
」『
八
重
垣
』
第
一
五
号

平
成
一
八
年

「
危
機
に
立
つ
君
主
制
を
按
ず
―
―
急
が
れ
る
政
治
改
革
の
た
め
の
発
想
の
転
換
」『
日
本
及
日
本
人
』
新
春
号
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平
成
一
八
年

「
方
向
性
を
失
っ
た
教
育
基
本
法
改
正
論
議
」『
日
本
の
教
育
』
第
五
四
四
号

平
成
一
八
年

「〈
続
〉
教
育
基
本
法
改
正
問
題
の
考
え
方
―
―
立
憲
政
体
と
教
育
」『
日
本
』
九
月
号

平
成
一
九
年

「
教
育
基
本
法
改
正
の
総
括
」『
日
本
の
教
育
』
第
五
五
五
号

平
成
一
九
年

「
憲
法
改
正
と
日
本
人
の
美
意
識
」
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
第
二
五
号

平
成
一
九
年

「
教
育
基
本
法
再
改
正
運
動
に
着
手
せ
よ
」『
日
本
』
九
月
号

平
成
二
一
年

「
衆
参
ね
じ
れ
国
会
と
憲
法
改
正
」『
日
本
』
五
月
号

平
成
二
一
年

「
所
謂
国
民
主
権
と
教
育
―
―
井
上
毅
が
嘆
い
て
い
る
」『
日
本
の
教
育
』
第
五
三
七
号

平
成
二
二
年

「
地
域
主
権
が
国
を
滅
ぼ
す
」『
日
本
』
七
月
号

平
成
二
二
年

「
民
主
党
と
菅
直
人
氏
の
原
点
―
―
松
下
圭
一
氏
の
階
級
理
論
」『
日
本
の
教
育
』
第
五
八
八
号

平
成
二
三
年

「
民
主
党
が
進
め
る
マ
ル
ク
ス
主
義
の
二
十
一
世
紀
的
展
開
」『
日
本
』
四
月
号

平
成
二
三
年

「
京
大
事
件
と
立
命
館
大
学
」
憲
法
研
究
』
第
四
三
号

平
成
二
三
年

「
菅
前
首
相
の
独
裁
と
ロ
ー
マ
の
独
裁
官
の
大
き
な
隔
た
り
―
―
憲
政
擁
護
の
立
場
か
ら
」『
日
本
』
一
一
月
号

平
成
二
四
年

「
大
震
災
で
明
ら
か
に
な
っ
た
政
治
、
文
科
省
、
私
学
の
最
新
事
情
」『
日
本
教
師
会
研
究
論
集
』

平
成
二
四
年

「
船
中
八
策
で
馬
脚
を
現
し
た
橋
下
『
維
新
の
会
』」『
新
風
』
一
九
四
号

平
成
二
四
年

「
皇
室
と
国
家
を
解
体
す
る
橋
下
野
望
」
国
民
新
聞
一
二
月
二
五
日

平
成
二
四
年

「
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
憲
法
論
の
危
険
な
罠
―
―
天
皇
制
解
体
を
招
く
大
阪
維
新
の
会
『
船
中
八
策
』」『
日
本
』
九
月
号

平
成
二
六
年

「
両
刃
の
剣
の
九
十
六
条
改
正
」
国
民
新
聞
一
月
二
五
日

平
成
二
六
年

「
地
域
主
権
と
い
う
悪
夢
―
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
悲
劇
の
教
訓
」
国
民
新
聞
六
月
二
五
日
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平
成
二
六
年

「
愚
か
な
り
！
九
十
六
条
先
行
改
正
論
―
―
奇
策
に
溺
れ
遠
の
く
九
条
改
正
」
伝
統
と
革
新
』
一
四
号

平
成
二
六
年

『
教
育
勅
語
渙
発
に
現
れ
た
立
憲
政
体
構
想
―
―
そ
の
発
表
形
式
を
巡
っ
て
」『
平
成
国
際
大
学
研
究
所
論
集
』
第

一
四
号

平
成
二
六
年

「
迷
路
に
嵌
ま
っ
た
憲
法
改
正
運
動
―
―
国
民
主
権
で
左
翼
と
競
う
知
的
退
廃
」『
日
本
』
六
月
号

平
成
二
七
年

「『
国
権
の
発
動
た
る
戦
争
』
の
本
歌
」『
憲
法
研
究
』
第
四
七
号

平
成
二
八
年

「
憲
法
九
条
全
面
廃
棄
で
主
権
回
復
を
」
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
第
八
〇
号

﹇
そ
の
他
﹈

昭
和
六
〇
年

『
科
学
大
辞
典
Ｍ
Ｅ
Ｇ
Ａ
』（
共
著
）
講
談
社
（
軍
事
関
連
一
二
九
項
目
の
執
筆
）

昭
和
六
〇
年

「
民
主
主
義
の
品
位
」『
正
論
』
五
月
号
（
エ
ッ
セ
イ
）

昭
和
六
〇
年

「
市
村
真
一
『
徳
育
の
欠
如
』」『
正
論
』
七
月
号
（
書
評
）

昭
和
六
〇
年

「
自
由
と
民
主
主
義
の
擁
護
」『
世
界
と
日
本
』
七
〇
二
号
（
書
評
）

昭
和
六
二
年

「
政
治
蚊
に
読
ん
で
も
ら
い
た
い
不
器
用
さ
の
す
す
め
」『
世
界
と
日
本
』
八
〇
八
号
（
書
評
）

昭
和
六
三
年

「
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
の
正
し
い
読
み
方
」『
世
界
と
日
本
』
八
五
二
号
（
書
評
）

平
成

二
年

「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
政
治
宣
伝
の
本
質
明
か
す
」『
世
界
と
日
本
』
九
三
四
号
（
書
評
）

平
成

三
年

「
中
村
勝
範
『
正
論
・
自
由
第
八
巻
』
ア
メ
リ
カ
は
世
界
の
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
」
の
書
評
、
『
世
界
と
日
本
』

一
〇
六
三
号

平
成

三
年

「
深
い
洞
察
と
平
易
な
解
説
」
猪
木
正
道
『
政
治
の
文
法
』
の
書
評
、
『
正
論
』
一
一
月
号
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平
成

四
年

「
共
同
研
究
―
―
冷
戦
以
後
」
中
曽
根
康
弘
他
著
の
書
評
、
『
正
論
』
五
月
号

平
成

四
年

「
健
全
な
国
家
観
の
恢
復
を
訴
え
る
好
著

小
堀
圭
一
郎
著
『
さ
ら
ば
敗
戦
国
史
観
』
の
書
評
」
二
一
世
紀
日
本

フ
ォ
ー
ラ
ム
創
刊
号

平
成

八
年

「
ア
メ
リ
カ
も
ま
た
特
殊
で
あ
る
」
吉
田
和
男
著
『
日
米
不
公
平
論
』
の
書
評
、
産
経
新
聞
一
〇
月
三
日

平
成

九
年

「
天
皇
で
は
大
き
く
違
わ
な
い
二
つ
の
憲
法
」
産
経
新
聞
二
月
一
四
日

平
成
一
五
年

日
本
教
師
会
叢
書
第
二
六
集
『
教
育
基
本
法
改
正
案
―
―
教
育
の
再
建
に
向
け
て
』

平
成
一
六
年

日
本
教
師
会
叢
書
第
二
七
集
『
改
定

教
育
基
本
法
改
正
案
―
―
教
育
の
再
建
に
向
け
て
』

平
成
一
七
年

「
対
談
・
教
育
基
本
法
を
考
え
る
『
道
徳
を
法
文
化
す
る
の
は
矛
盾
』」『
こ
こ
ろ
』
八
〇
号

平
成
一
九
年

「
特
集

も
し
ア
メ
リ
カ
に
あ
あ
言
い
わ
れ
た
ら
こ
う
言
い
返
せ

靖
国
参
拝
は
駄
目
、
遊
就
館
の
歴
史
観
は
反
米

的
だ
と
言
わ
れ
た
ら
」『
諸
君
！
』
一
月
号

﹇
学
会
発
表
﹈

平
成

七
年

「
首
相
公
選
論
と
天
皇
制
」
第
七
四
回
憲
法
学
会
パ
ネ
リ
ス
ト

平
成

九
年

「
憲
法
改
正
論
の
課
題
と
展
望
」
第
七
七
回
憲
法
学
会
パ
ネ
リ
ス
ト

平
成
一
四
年

「『
国
権
の
最
高
機
関
』
と
し
て
の
国
会
」
憲
法
学
会
報
告

平
成
二
〇
年

「
明
治
憲
法
と
国
の
柱
」
憲
法
学
会
パ
ネ
リ
ス
ト

平
成
二
二
年

「
京
大
事
件
と
立
命
館
大
学
」
憲
法
学
会
報
告

平
成
二
七
年

「『
国
権
の
発
動
た
る
戦
争
』
の
本
歌
」
憲
法
学
会
パ
ネ
リ
ス
ト
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